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2026年度　1年　講義予定表
【プレチュートリアルB】
月日 曜 時限 講義テーマ 講義内容 担当 教科書 授業形態
4/17 金 3 建学の精神 松田剛明理事長による講義。 松田剛明 なし 講義
6/15 月 4 ガチンコトークについて 7/3(金)に実施するガチンコトークに関する説明を行う。 江頭説子 なし 講義(AL)

6/29 月 4 臨床医のキャリアプラン

医学部に入学後、モチベーションを失ってしまう学生の存在が全国的に指摘さ
れている。医学部に合格することが目的となってしまいがちだが、入学はあく
までも予選のスタートラインである（本選のスタートラインは医師国家試験合
格）。長きにわたる医学・医療とのかかわりあいの中でモチベーションを維持
するためには、折を見て自分のキャリアパスについて考える必要がある。本
来、医学部は医学に触れることができる特別な場所（最高学府）であり、基礎
医学、臨床医学、公衆衛生学など多様な専門分野が存在する。
医学部6年間をどう過ごすべきなのか？医学部では何を学ばなければならない
のか？
本講義では医学部のキャリアパスについて考え、医学部６年間をどう過ごして
いったらよいのか議論したい。

久松理一 なし 講義(AL)

7/3 金 3 ガチンコトーク

先生一人に対して学生８～10名が車座となりガチンコトークを行う。4月に入
学し3か月を経て夏休みを控えるこの時期に、臨床に携わる医師と対話するこ
とを通して、医学・医療を学ぶということはどういうことなのか、医学部6年
間をどのように過ごすべきなのか、そしてあらためて医師になるとはどういう
ことなのかについて考える時間と空間を提供する。単に話を聴くだけでなく、
主体的かつ能動的に自らの想いや考えを言語化する準備をしておくこと。

江頭説子 なし 実習(AL)

7/3 金 4 ガチンコトーク

先生一人に対して学生８～10名が車座となりガチンコトークを行う。4月に入
学し3か月を経て夏休みを控えるこの時期に、臨床に携わる医師と対話するこ
とを通して、医学・医療を学ぶということはどういうことなのか、医学部6年
間をどのように過ごすべきなのか、そしてあらためて医師になるとはどういう
ことなのかについて考える時間と空間を提供する。単に話を聴くだけでなく、
主体的かつ能動的に自らの想いや考えを言語化する準備をしておくこと。

江頭説子 なし 実習(AL)
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年度 学年

学科目 科目ナンバリング

単位 コマ数

科目責任者

担当教員

Ａ．教育の基本方針

Ｂ．到達目標

Ｃ．修得すべき能力

Ｄ．学習内容

Ｅ．実習・課外授業

Ｆ．準備学習の内容

Ｇ．復習学習の内容

Ｈ．成績評価の方法・基準

2026年度 1年

英語・医学英語 Ⅰ FME-1B01

2単位 25コマ

市川弥生子　教授（教務部長）

准教授　 　黒田　航
講師　　 　Khan, Fayyaz Ahmad
学内講師　　Cameron, Colin Iain
非常勤講師　山田 奎裕

まえがき

本学部の英語は，M1 とM2 では「英語・医学英語 n」(n = 1, 2)と「実践英語 n」(n =1, 2) とに大別される．これら2つは異
なる目的のために設計され，担当する教員のグループも分かれており，評価の方法も異なる．「英語・医学英語 n」の目的は
英語の媒介にした一般教養と医学専門知識の獲得であり，「実践英語 n」の目的は運用技能の向上である．本項目では「英
語・医学英語 I」の指導要領を述べる．「実践英語 I」の指導要領はそれ専用の項目を参照するように．

英語を実用技能だと認識した場合，多くの日本人は大学生の段階で (a) 英語で話す技能と (b)英語で書く技能が十分ではない
だけなく，実際には (c) 英語で話された事を正確に聴き取る技能や (d) 多量の文章を十分に早く読む技能も十分ではない．た
だ，どの技能をどの段階でどれほど必要とするかは個々人で，また時期によって大きく異なる．本学部では学習効率を意識
し，学生一人一人が自分の要望になるべく近い形で英語が学べるように授業を構成する(一般的に言って，学習者の必要や技
能に応じた個別化をしない，大人数相手の異国語の指導は無駄が多過ぎて，学生にも教員にも苦痛である)．

具体的には、英語・医学英語 IをA，B，C，Dの4クラスに分け，クラス毎に別の目標を設定し受講者の技能水準に合わせた指
導を行なう．具体的な指導は担当教員に拠るものとする．このため，それぞれのクラスで学生が取り組む授業の内容は異な
る．

AクラスとDクラスの定員は20名程度，BクラスとCクラスの定員は40名前後で，学年始めに実施する希望調査とTOEFL ITP
の成績に基づいて構成する．Aクラスに関してのみ，初回授業で受講資格検査を実施し，その成績によって帰属の可否を判定
する．Aクラスに帰属が認められかった学生はBクラスかCクラスに所属の変更を行う．このように分けたクラスを英語・医
学英語 I-A，英語・医学英語I-B，英語・医学英語I-C，英語・医学英語 I-Dと呼び，以後，簡略して医学英語 I-A，B，C，Dと
も呼ぶ。

その一方，英語は医学部の教育カリキュラムで不足しがちな人文学や社会科学との接点となる教科の一つである．その点を
考慮し，英語で取り上げる教材は医療に特化する事を避け，教養としての価値の高い素材を，A，B，C，Dのクラスごとに受
講生の実力と志向性を考慮しつつ選ぶが，具体的な指導内容は担当教員に拠るものとする．このため，A，B，C，Dのそれぞ
れのクラスで学生が取り組む授業の内容は異なる．詳細は別紙を参照すること．

クラスにより課題の難度が異なるため，最終成績は特定のクラスにいることが不利にも有利にもならないように調節する．
具体的にはA，Bクラスの最高点は100点，Cクラスの最高得点は95点，とする．Dクラスの最高得点は90点とする．得点算出
の具体的な方法については後述する．

到達目標は英語・医学英語 I-A、B、C、Dで異なる。それぞれの授業の別紙資料の当該項目を参照のこと。

【杏林大学医学部学生の到達目標との関連】(3)-①，(4)-③

修得すべき能力は英語・医学英語 I-A、B、C、Dで異なる。それぞれの授業の別紙資料の当該項目を参照のこと。

学習内容(アクティブ・ラーニング関連事項含む)は英語・医学英語 I-A、B、C、Dで異なる。それぞれの授業の別紙資料の当
該項目を参照のこと。

特になし。

準備学習の内容は英語・医学英語 I-A、B、C、Dで異なる。それぞれの授業の別紙資料の当該項目を参照のこと。
所要時間の目安：各コマ75分程度

復習学習は英語・医学英語 I-A、B、C、Dで異なる。それぞれの授業の別紙資料の当該項目を参照のこと。
所要時間の目安：各コマ75分程度

成績評価の方法・基準は英語・医学英語 I-A，B，C，Dで異なるが，最終成績は英語・医学英語 I-A、B、C、Dで独立に評価
するのではなく，英語・医学英語 I 全体として行う．その際、後述の調整を行う:

成績評価は前期と後期の二期に分けて出すが，後期の成績は以下の述べる調整の結果となり，通年の成績と等価である．

前期成績と後期成績はそれぞれ次のように決める：

i) A，B，C，Dの別によらず，学期毎の得点 U は学期中の授業内課題の成績 S と期末試験の得点 T から求める (クラス毎
に学期内課題の実施回数は異なる)．S と T の混合⽐率は 5:3 とする (つまりU = S*5/8 + T*3*/8)．学期末試験の受験に
は学期の出席率が2/3を超えている事が要件となる (出席率は学期ごとに評価する)．
iii) クラスごとの課題の難度の不公平を解消するため，次のようにように Uを事後調節する:

Aの U の平均点 ≃ Bの U の平均点 > CのU の平均点＞DのU の平均点となり，
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Ｉ．学習指導書

①教科書（学生が所持しなけ
ればならないもの）

②参考書Ａ（学生の所持をす
すめるもの）

③参考書Ｂ（図書館等での利
用をすすめるもの）

Ｊ．講義予定表

A，Bクラスの最高点の上限は100点，Cクラスの最高点の上限は95点，Dクラスの最高点の上限は90点
iii) 前期・学年末定期試験の受験を必須とする．

通年の成績は次のように決める:

iv) 前期の得点を U，後期のみの得点を Vとした時，通年評価 (= 最終成績) W は U と Vの平均値 (U+V)/2 であるが，W
を前期末と後期末にTOEFL ITP Level 1 を受験した得点の分布によって補正する，具体的には、次の通り:
年度始めにクラス分けのために受験する0回目の試験 t0 の得点 s0 と前期末に受験する1回目試験 t1 の得点 s1 と後期末
に受験する2回目の試験 t2 の得点 s2 とする
s0, s1, s2 の差分 d[0,1] = (s1 – s0), d[0,2] = (s2 – s0), d[1,2] = (s2 – s1) の平均値 (d[0,1] + d[0,2] + d[1,2])/3 の分布
を求め，その標準得点に基づいてボーナスを与える．ボーナスは負の値になり得る．従って，以前とは異なり，成績不良
によるペナルティーが生じる．
v）このような W の調節後に Wが60点に満たず D評価を受けた者には年度末 (＝後期末) に再試を課し，その評価に基づ
き W を60点に修正できるかを判定する．なお，前期の得点 U が60点に満たなくても，最終評価 W  が60点を越えていれ
ば再試の対象とはならない．

授業内外で実施した課題には事後的に正解を示す他に，時間が許す限り解説を与え．これをフィードバックとする．

教科書は英語・医学英語 I-A、B、C、Dで異なる。それぞれの授業の別紙資料の当該項目を参照のこと。

参考書Aは英語・医学英語 I-A、B、C、Dで異なる。それぞれの授業の別紙資料の当該項目を参照のこと。

※(R)：Remedial …　教科書の理解を助けるような補習的なもの
　(A)：Advanced…　教科書より進んだ学習のためのもの

参考書Bは英語・医学英語 I-A、B、C、Dで異なる。それぞれの授業の別紙資料の当該項目を参照のこと。

※(R)：Remedial  …　教科書の理解を助けるような補習的なもの
　(A)：Advanced　…　教科書より進んだ学習のためのもの

「添付資料」参照
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学科目（班） 英語・医学英語Ⅰ[Cell Biology/Embryology & Anatomy Modules]（前期・後期Ａ班） 

科目責任者 市川弥生子 教授（教務部長） 

担当教員 講師 Khan, Fayyaz Ahmad 

Ａ．教育の基本方針 Same as the general description for English/Medical English I. 

Ｂ．到達目標 

Learning outcomes   
On successful completion of the modules, students should be able to: 
• Discuss the key areas of cell biology and embryology.
• Demonstrate basic anatomical knowledge.
• Communicate effectively in both written and verbal presentation.

Ｃ．修得すべき能力 Active Blended Learning (ABL)/ Blended Problem-Based Learning (PBL): Collaboration and teamwork- Oral 
and written communication skills- Technology literacy. 

Ｄ．学習内容 

Spring and Fall semesters have different objectives. Their outlines are the following: 

Semester 1 （Spring） 
Week 1 - Introduction to the course. Assessment for class A. 
Week 2 and 3 -Video and discussion on cell biology.  
Week 4 ‒ In-Course Assessment 1 (lesson 2 and 3)  
Week 5 and 6 - Video and discussion on cell biology.  
Week 7 ‒ In-Course Assessment 2 (lesson 5 and 6)  
Week 8 to 10 - Video and discussion on embryology.  
Week 11 ‒ In-Course Assessment 3 (lesson 8 to 10)  

Semester 2 （Autumn） 
Week 1 to 3 - Appendicular Skeleton - Upper limbs bones  
Week 4 - In-Course Assessment 1 (lesson 1 to 3)  
Week 5 to 7 - Appendicular Skeleton - Lower limbs bones  
Week 8 - In-Course Assessment 2 (lesson 5 to 7)  
Week 9 to 11- Axial Skeleton - Bones of the skull, vertebral column and thoracic cage 
Week 12 - In-Course Assessment 3 (lesson 9 to 11)  
Week 13 ‒ Group discussions on the skeletal system. 

Ｅ．実習・課外授業 Same as the general description for English/Medical English I. 
Ｆ．準備学習の内容 You are required to do the essential reading (as instructed by the tutor) before each face-to-face tutorial. 

Ｇ．復習学習の内容 
After each tutorial, you will be required to continue your discussions on the online discussion forum and 
complete a reflective report on the lesson as part of your self-assessment. You can find the reflective report 
section in your e-portfolio (Padlet). 

Ｈ．成績評価の方法・基準 

At the end of each semester, your provisional mark for the summative assessment will be based on the 
following: 
    Discussion Board and In-Class Discussions (17.5%) 
In-Course Assessments (45%) 
End-of-Course (Term-Final) Assessment (37.5%) 

  During the modules, there will also be a formative assessment 
  to test your knowledge. 

Ｉ．学習指導書 

 Reading list 
  CORE: Handout 
  FURTHER READING: Grayʼs Anatomy: The Anatomical Basis of Clinical Practice. Elsevier, 42nd Edition. 
  Apps List 
  ESSENTIAL: Padlet 
  RECOMMENDED: Complete Anatomy and Khan Academy 

Ｊ．講義予定表 「添付資料」参照
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学科目（班） 英語・医学英語Ⅰ（前期 B 班、後期 C 班） 

科目責任者 市川弥生子 教授（教務部長） 

担当教員 学内講師 Cameron, Colin 

Ａ．教育の基本方針 As specified as common items in English I. 

Ｂ．到達目標 

The goal of this course is to help students improve their English speaking, reading, listening and writing 
skills and increase their confidence in using English inside and outside of the classroom. They will gain a 
greater cultural understanding and be more ready to express their ideas about a variety of topics in English. 
Participation will be important, as will regular assignments to demonstrate effort and learning. 

Ｃ．修得すべき能力 

1) The ability to express ideas and opinions more confidently in English.
2) The ability to read English at a sufficient speed.
3) The ability to listen to English spoken at a natural speed.
4) The ability to write smoothly and naturally in English.

Ｄ．学習内容 

Classes will be structured around textbooks topics, involving discussion and examination of key ideas from 
the What Matters Most textbook each class. Classes 6 and 12 will review the textbook units covered so far. 
The class will also focus on small group presentations in English during classes 5 and 11.  
  Classes will begin with a conversational activity where small groups will discuss various topics together in 
English, before moving on to look at the textbook topic for the class. Some of the textbook activities will be 
completed as a group and answers checked. 

Week 1  
Introductions, class explanations, homework and grading, attendance, punctuality, absences, ice breakers. 
Set up the intro quiz activity. 
Week 2  
Intro quiz, Textbook unit 1, reading story and discussion, activities. Check and explain homework journals.  
Week 3  
Intro quiz, Textbook unit 2, reading story and discussion, activities. Presentation practice 1 - students prepare 
a 1‒2-minute presentation for class 5, poster style in small groups of 4 /5.  
Week 4  
Intro quiz, Textbook unit 3, reading story and discussion, activities.  
Presentation practice 2 - peer check notes, review and practice.  
Week 5  
Intro quiz, Textbook unit 4, reading story and discussion, activities.  
1st Presentations, Peer feedback forms.   
Week 6  
Intro quiz, Textbook unit 5, reading story and discussion, activities. Detailed presentation feedback from the 
teacher.  
Week 7  
Intro quiz, Textbook unit 9, reading story and discussion, activities, student-made Qs for conversation 
practice.    
Week 8  
Intro quiz, Textbook unit 10, reading story and discussion, activities. Presentation 2 practice 1 - students 
prepare a 2-minute presentation for class 10/11, poster style in small groups of 4 /5.  
Week 9  
Intro quiz, Textbook unit 11, reading story and discussion, activities.  
Presentation 2 peer review 
Week 10  
Intro quiz, Textbook unit 12, reading story and discussion, activities.  
Presentation 2. Peer feedback forms,  
Week 11  
Intro quiz, Textbook unit 13, reading story and discussion, activities.  
Presentation 2. Peer feedback forms,  
Week 12  
Intro quiz, Final-term test preparation, Term review, Presentations feedback 

Ｅ．実習・課外授業 As specified as common items in English I. 

Ｆ．準備学習の内容 
Students will be expected to complete the chapter reading of the textbook in advance of class, so they have 
some familiarity with the topic to be discussed. There will be two presentations (weeks 5 and 10/11) where 
students will present a 1‒2-minute talk with visual aids in small groups. 

Ｇ．復習学習の内容 Students will be assessed based on the contents of the textbook units covered and their participation in class 
and activities. Students will also be expected to write in English in a weekly journal as homework. 

Ｈ．成績評価の方法・基準 As specified as common items in English I. 

Ｉ．学習指導書 

総合英語：医療従事者として最も大切なこと What Matters Most? — Stories that tell the heart of being a 
medical professional 
定価 2,310 円（本体 2,100 円＋税） 
ISBN 978-4-384-33488-3 C1082 
発行日 2019/02/20 

Ｊ．講義予定表 「添付資料」参照
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学科目（班） 英語・医学英語Ⅰ（前期 C 班、後期 B 班） 

科目責任者 市川弥生子 教授（教務部長） 

担当教員 准教授 黒田 航 

Ａ．教育の基本方針 英語・医学英語Ⅰの共通項目として指定した通り。 

Ｂ．到達目標 

日本の英語教育の主流である (読解中心の) 実用性からかけ離れた英語ではなく、日本人に欠落している (a) 
聴き取り技能と (b) (日本語への翻訳を媒介としないで) 十分に速く読む技能と (c) (日本語を媒介としないで) 
英語を産出する技能の獲得のための訓練を行なう。それを通じて M2 以降の医学の専門的教育で必要となる英語
運用への橋渡しを目的とする。 

Ｃ．修得すべき能力 
1) 自然な速度で話される英語発話を聴き取る実力。
2) 十分な速度で英文を読める実力。
3) 英文を逐一日本語に訳さないで直観で概要を把握できる理解力。

Ｄ．学習内容 

英語は実技であり、講師の説明を聞くだけで学べるはずがない。そのため、課題を中心にした授業を構成する。
講義形式の授業は 12 週か 11 週のうち 4 回のみである。 

具体的には、次の 4 つの段階を 1 サイクルとする実習形式で授業実施する (1 学期あたり 3 サイクル): 
•段階 1 で授業で取り上げる教材Ｘを選ぶ。具体的には、受講生は教員が用意した 3 つか 4 つの TED 講演を視
聴し、希望に基づいて講演を１つ選ぶ (ただし単なる多数決ではない)。これは調査学習と双方向アンケート（AL）
に該当する。
•段階 2 で教員が選ばれた講演 X の解説をする。ただし翻訳を示す事はせず、なぜ話者がこのような表現をして
いるのかを主に解説する。
•段階 3 で、X に基づいて作成した読解課題を実施する。これは単なるテストと言うより実習を兼ねた課題であ
る。なお、課題の一環として反転学習（AL）を行う。
•段階 4 で、Ｘに基づいた聴き取り課題を実施する。これも単なるテストと言うより実習を兼ねた課題である。

これを一学期に 3 サイクル実施する予定である。
学期の途中に一度だけ、TED 講演を離れて QuickReader というツールを使った速読の訓練を実施する。 

Ｅ．実習・課外授業 英語・医学英語Ⅰの共通項目として指定した通り。 

Ｆ．準備学習の内容 
授業は講義内で完結する。従って、i) 受講生の事前の予習を前提とせず、ii) 復習を強要しない。この方針は

個々の受講生の自主的な予習と復習の実行を妨げるものではない（予習と復習を自主的に実行すれば、受講生は
自分の予想以上の実力を身につけることができる）。 

Ｇ．復習学習の内容 

段階 3 と段階 4 の課題が成績評価に直結するので、それに対して十分な準備をする事が大切である。本授業で
は方針として、どの課題でも日本語訳を要求しない。実地で英語が使えるようになる(ための準備を整える) の
に、それは効果的でないからである (翻訳家になるのでもなければ、日本語訳がどんなに上手にできても英語が
使えるとは言えない）。教材を日本語に訳して内容が分った段階で学習を終わりにすると、段階３と段階４の課
題に十分に対応できない。段階 3 の読解は TOEFL 形式の全文英文課題である。特に段階 4 の準備のために必要
なのは講演を繰り返し、繰り返し聴いて、音声記憶を定着させる事である。聴き取り課題を最後の段階４に配置
しているのは準備の時間を十分に与えるためである。聴き取り技能向上の支援ツールの使い方は授業で紹介す
る。 

Ｈ．成績評価の方法・基準 英語・医学英語Ⅰの共通項目として指定した通り。 

Ｉ．学習指導書 

教科書は特に指定しない（教材は TED 講演を元に教員が用意する）。教科書とは別に学習参考書を幾つか挙げて
おく：  
**学習法関係**  
1. 日本人の英語勉強法：なぜ日本人はこんなにも英語ができないのか？（J・バーダマン）．中経出版．
2. 毎日の英速読：頭の中に「英文読解の回路」をつくる（J・バーダマン）．朝日新聞出版．
**単語習得関係**
3. 毎日の英単語：日常頻出語の 90％をマスターする．朝日新聞出版．
4. 読んで覚える英単語【標準編】3000 語レベル．桐原書店
5. 読んで覚える英単語【発展編】4500 語レベル．桐原書店．
6. 英単語レボリューション Book 1 Classic（宮岸羽会），南雲堂．
7. 英単語レボリューション Book 2 Renaissance I（宮岸羽会）．南雲堂．
8. 英単語レボリューション Book 3 Renaissance II（宮岸羽会）．南雲堂．
9. 英単語レボリューション Book 4 Modern（宮岸羽会），南雲堂.
10. 語源で増やすサイエンス英単語（清水建二＋William Currie）．ベレ出版．
**英文法関係**
11. 毎日の英文法：頭の中に「英語のパターン」をつくる（J・バーダマン）．朝日新聞出版．
12. 一億人の英文法（大西泰斗＆ポール・マクベイ）．東進ブックス．
解説

[1、2] はいわゆる〈勉強法の概説〉である。特に英語が不得意な学生は [1] を読んで自分の英語の勉強法の
建て直しを強く勧める。英語を苦手になる最大の理由は、他に良い勉強法があるのにそれを知らずに、我流の誤
った勉強法を続け、さっぱり効果があがらないことである。その悪循環は早く脱した方が良い。 

[3、 …、 10] はいわゆる〈単語帳〉であるが、学習が効果的になるように工夫されている。[3、4] は基礎固
めに良い。品詞別の学習という方略を採用しているのが [6、7、8、9] である。[6] では動詞の使い方を、[7、
8] では名詞と動詞の組み合わせ方を、[9] では形容詞の使い方を効率的に学べる。日本人が不得意分野に的を絞
った [6] だけでも試す価値がある。[10] は自然科学で使われる英単語を語源的に解説したものである。ある程
度の語彙力があり更に語彙を増やしたい場合には勧められる。

[11、12] はいわゆる〈文法書〉であるが、実用的な英語（話し言葉への適用）も射程に入れたもので、他の読
解中心の文法書とは一線を画す。[11] は読み物風で気楽に読め、[12] は研究書風で説明が丁寧で詳しい。ただ、
その分読み通すのは大変である。 

Ｊ．講義予定表 「添付資料」参照
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